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【
朝
礼
台
】 

 

梅
雨
入
り              

渡
邉
領
治 

６
月
11
日
は
暦
の
上
で
「
入
梅
」
で
し
た
。 

暦
上

の
「
入
梅
」
は
江
戸
時
代
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
、
当

時
の
農
家
に
と
っ
て
、
梅
雨
入
り
を
知
る
こ
と
は
田
植

え
を
す
る
時
期
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
大
変
重
要

な
こ
と
で
し
た
。
こ
の
時
期
は
、
雨
量
が
多
く
、
気
温

も
高
い
こ
と
か
ら
う
っ
と
う
し
く
感
じ
ま
す
が
、
農
作

物
の
成
長
を
左
右
す
る
た
め
、
日
本
人
の
生
活
に
と
っ

て
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。 

 

今
年
の
梅
雨
は
空
梅
雨
か
、
色
々
な
と
こ
ろ
で
水
不

足
が
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
気
象
庁
は
11
日
、
南

米
ペ
ル
ー
沖
の
海
面
水
温
が
平
年
よ
り
下
が
る
「
ラ
ニ

ー
ニ
ャ
現
象
」
が
５
月
か
ら
発
生
し
て
い
る
と
発
表
し

ま
し
た
。
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
が
発
生
し
た
年
は
、
梅
雨
明
け

が
早
ま
り
、
夏
は
猛
暑
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
渇
水
状
況
が
続
く
西
日
本
に
と
っ

て
、
梅
雨
は
頼
み
の
綱
と
な
り
ま
す
が
、
気
象
庁
で
は

「
梅
雨
前
線
の
活
動
は
活
発
で
、
期
間
は
短
い
も
の
の

降
水
量
は
多
い
」と
見
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
に
と
っ
て
、

「
梅
雨
」
は
「
じ
め
じ
め
」
し
て
不
愉
快
な
季
節
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
植
物
に
と
っ
て
は
葉
の
青
さ
を
増

し
、
命
を
育
む
水
を
た
っ
ぷ
り
と
与
え
て
く
れ
る
「
め

ぐ
み
の
季
節
」
で
す
。
野
山
は
も
ち
ろ
ん
校
内
の
樹
木

や
花
は
生
気
に
満
ち
た
表
情
を
見
せ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
も
、
「
梅
雨
」
の
い
ろ
ん
な
姿
を
捜
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。 

☆
中
国
大
会
壮
行
式
☆ 

６
月
12
日
、
球
技
大
会
の
前
に
弓
道
部
・
射
撃
部
・
陸

上
部
の
中
国
大
会
出
場
の
壮
行
式
が
行
わ
れ
た
。 

         【
歓
声
】
学
校
行
事
・
授
業
な
ど
学
校
生
活

○
校
内
球
技
大
会
○ 

６
月
12
日
、
平
成
19
年
度
校
内
球
技
大
会
が
開
催
さ

れ
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル(

男
子)

、
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー(

男
子)

、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル(

男
子
・
女
子)

、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル(

女
子)

の
４
種
目
が
行
わ
れ
た
。
30
度
近
い
大
変

暑
い
日
で
あ
っ
た
が
、選
手
は
も
ち
ろ
ん
応
援
す
る
者
も

暑
さ
を
吹
っ
飛
ば
す
勢
い
で
活
躍
し
、
お
互
い
の
協
力
、

仲
間
づ
く
り
、ク
ラ
ス
づ
く
り
な
ど
大
変
有
意
義
な
一
日

を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
た
と
感
じ
た
。生
徒
の
マ
ナ
ー
も

す
ば
ら
し
か
っ
た
。 

□
教
育
実
習
実
施
□ 

６
月
４
日
か
ら
６
月
15
日
ま
で
の
２
週
間
、
教
職
を

目
指
し
て
い
る
大
学
生
の
教
育
実
習
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
年
度
は
、
岡
山
大
学
農
学
部
総
合
農
業
科
学
科

の
中
司
明
希
（
な
か
づ
か 

あ
き
）
さ
ん
で
す
。
中
司
先

生
は
山
口
県
の
出
身
で
、
農
業
の
教
員
を
目
指
し
て
お

ら
れ
る
そ
う
で
す
。本
校
で
は
先
生
の
見
習
い
と
し
て
、

農
業
の
中
で
も
果
樹
と
植
物
バ
イ
オ
を
担
当
し
、
教
科 

◇
資
料
館
が
有
形
文
化
財
に
登
録
◇ 

 

校
地
の
ほ
ぼ
中
央
に
建
つ
煉
瓦
造
平
屋
建
て
、
入
母
屋

茅
葺
き
屋
根
の
堆
肥
舎
、
現
在
の
資
料
館
が
登
録
有
形
文

化
財
（
建
造
物
）
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
建
物
は
、
明
治
42
年
の
県
立
農
学
校
時
代
に
堆
肥

舎
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
後
、
昭
和
41
年
頃

か
ら
農
業
科
の
実
習
室
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
52
年
に
創
立
80
周
年
記
念
と
し
て

茅
葺
き
屋
根
の
葺
き
替
え
を
行
い
、
翌
年
に
は
内
部
を
改

修
し
、
本
校
の
資
料
館
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

中
に
は
、
１
０
０
年
を
越
す
本
校
の
様
々
な
資
料
や
農

具
の
陳
列
と
農
家
の
居
間
を
再
現
し
た
も
の
な
ど
が
あ
り

ま
す
。 

 

 

【
季
節
風
】
〜
町
の
人
の
生
の
声 

【
雷
】
町
の
人
の
高
農
生
に
対
す
る
叱
咤
。 

Ｏ
Ｂ
の
方
か
ら
の
お
話 

『
味
彩
館
で
の
マ
ナ
ー
が
非
常
に
悪
い
』 

・
授
業
中
と
思
わ
れ
る
時
間
に
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る 

・
数
人
で
テ
ー
ブ
ル
に
座
り
、大
声
で
騒
い
で
い
る
。 

心
当
た
り
の
あ
る
人
は
考
え
た
行
動
を
し
な
さ
い
。 

【
木
漏
れ
日
】
高
農
生
の
ホ
ッ
ト
す
る
良
い
話
。 

 

先
日
、
本
校
Ｏ
Ｂ
で
新
庄
地
区
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
方 

が
学
校
に
来
ら
れ 

『
高
農
の
生
徒
は
良
く
挨
拶
が
出
来
る
。 

大
変
気
持
ち
が
い
い
』 

と
言
っ
て
お
ら
れ
た
。 

家
の
近
く
で
登
下
校
時
の
生
徒
と
出
会
っ
た
と
き 

の
様
子
だ
そ
う
だ
が
、
大
変
喜
ん
で
お
ら
れ
た
。 

校
内
だ
け
で
な
く
登
下
校
時
も 

気
持
ち
よ
い
挨
拶
を
し
ま
し
ょ
う
。 

《
男
子
》
七
瀬
一
平
（
３
Ｚ
） 

武
嶋
晃
弘
（
３
Ｈ
） 

大
森
直
也
（
３
Ｚ
） 

米
田 

強
（
３
Ｅ
） 

《
女
子
》
光
畑
綾
香
（
２
Ｆ
） 

加
藤
範
子
（
２
Ｆ
） 

藤
森
由
香
（
２
Ｚ
）  

の
７
名
が
出
場
し
た
。 

【
陸
上
部
】
６
月
15
〜
17
日
、
広
島
市
で
行
わ
れ
た 

大
会
に
、
有
松
寛
（
３
Ｂ
）
が
１
１
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
に

尾
崎
翔
平
（
２
Ｅ
）
が
走
り
高
跳
び
に
出
場
し
た
。 

 

井
上
智
晶
生
徒
会
長
よ
り
、
激
励
の
言
葉
が
あ
り
、 

続
い
て
各
部
の
代
表
の
決
意
表
明
が
行
わ
れ
た
。 

 

 

【
弓
道
部
】
６
月
16
日 

米
子
市
で
行
わ
れ
た
大
会
に 

木
村 

優
子
（
３
Ｈ
） 

岡
谷 

愛
実
（
３
Ｚ
） 

高
橋 

明
子
（
２
Ｚ
） 

角
木
め
ぐ
み
（
２
Ｆ
）     

河
合 

早
苗
（
２
Ｆ
） 

の
５
名
が
出
場
し
た
。 

【
射
撃
部
】
６
月
16
・
17
日 

広
島
市
で
行
わ
れ
た
大
会
の 

ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
の
部
に 

 

指
導
の
学
習
や
、
園
芸
科
学

科
２
年
の
ク
ラ
ス
を
受
け

持
ち
、
ク
ラ
ス
運
営
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
学
び
ま
し
た
。
６
月

15
日
に
は
、果
樹
の
単
為
結

果
に
つ
い
て
の
研
究
授
業

を
行
い
、
最
初
に
し
て
は

堂
々
と
し
て
、
す
ば
ら
し
い

授
業
で
し
た
。
早
く
我
々
の

仲
間
入
り
を
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。 

↑熱心に説明をする中司先生 

平成 18 年３月にＪＡＳ法が改正され
たのを受け、本校の有機水田と有機ハ
ウスの認定申請を行いました。 
７月初旬には再認定される予定です。 
（写真は岡山県農業開発研究所によ
る現地検査の様子） 

 


